


１．特定第一種荷主
１－１　計画内容
	実施措置
	計画内容（具体的な措置の内容、目標　等）
	実施時期

	バラで扱っていた荷物をパレットなどのユニットロード単位で運用する方式に切り替える
	目標：運転者の荷役時間を50％削減
運転者の荷待ち時間の短縮を目的にバラで扱っている荷物をパレット・カゴ車・特製コンテナ等のユニットロード単位への運用へ設計し、切り替える。
	開始3ヶ月以内にユニットロードの種類を決め、4ヶ月目から運用を切り替える。その後はPDCAを回しながら運用改善を継続。

	選んだユニットロードにできるだけ多く積めるよう、外装箱のサイズを見直す
	目標：荷役等に関わる時間を20％低減。
入数を見直して梱包数を減らし、梱包時に作業員が外装箱の選び方で迷わない仕組みをつくることで、生産性を高める。
	開始2ヶ月で現状の荷役時間と梱包の積載率を整理。その後、積付管理システムにて、あるべき外装箱サイズを計算し運用を改善。

	ドライバーへ荷物を引き渡す際、パレットにより多く積めるよう積載率を高める
	目標：積載率を10％向上。（現状平均45％→55％）
運転者一人当たりの一回の運送ごとの貨物の重量を増加させる。
	開始3ヶ月で積付管理システムにより積載計算する運用を導入。4ヶ月目から計算結果に基づき運用開始。

	トラックの台数を最小化できるよう物量を調整して管理する
	目標：積載率80％代を継続的に維持する運用の構築
納品先とのリードタイムを延ばし、さらに需要予測システムを活用することで、物量を調整して管理できる運用を構築する。
	開始6ヶ月以内に需要予測システムを使ったトライアル調査を行い、その結果を踏まえて積付管理システムも活用しながら、PDCAを回して運用を設計する。

	複数荷主の貨物を同一車両に最適配置する運用を構築する
	目標：ミルクラン運用を構築し積載率を20％向上する
ユニットロード化した貨物を集荷前にまとめて管理できる仕組みをつくり、積付管理システムで1台のトラックへの最適な積み方を計算する運用に切り替える。
	開始6ヶ月以内に積付管理ッステムを使ったトライアル調査を行い、その結果を踏まえて、集荷先とPDCAを回して運用を設計する。






